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困った人に やさしい政治

私
た
ち
が
一
般
質
問
で
要
望
し
た
こ
と
！

諸先輩方の歴史を引き継ぎ頑張ります。

２０２２年「補聴器助成制度の実現を！」と
一般質問で訴え続けてきたのは私たちだけです！

①障がい者の雇用促進について

②外来の動植物対策について

③拡大する新型コロナウイルス感

染症対策について

質問及び、要望を行いました

①小・中学校の教師の未配置問題に
ついて

②「聞こえづらさ」の問題ついて

質問及び、要望を行いました。



本会議の様子はインターネットから見る
事が出来ます。
鎌ケ谷市役所ホームページ→市議会→

本会議の順に開いてみてください！

インターネットで動画配信されています。

＜連絡先＞
佐竹 知之議員

電話：fax:
047‐446‐3729
090‐9135‐7421

松原 美子議員
090‐3204‐4324

fax
047-412-0430

松戸鎌ケ谷地区委員会

電話
047‐３４９‐1544

主に総括質疑の内容の中から報告

します。今回は本市として過去最高

の実質収支となりましたが、その要

因は市税が予算額を８億５千万円を

上回る１３９億２千万円となり過去

最高の収入となったこと。国の各種

交付金が予算額を４億１千万円上回

る収入になったことがあげられると

の事でした。

また、自主財源がこのコロナ禍に

おいても３．５％の増額（金額にし

て６億６千万円）になった要因につ

いては、「課税客体の捕捉に努め調

定額が増えたこと」「新たな預貯金

電子照会サービスを活用した迅速な

預貯金差し押さえを開始したこと」

等により対前年比約８千万円の増額

となったとのことでした。

これまで削減され続けてきた国の

交付金の増額については評価できま

すが、自主財源の増額が市民の皆さ

んへのいわゆる「取り立ての強化」

につながることが懸念されるため今

回の決算案については、日本共産党

として反対の意思を表明しました。

併せて「払いたくても払えない人々」

の問題を以前一般質問でも取り上げ

ましたが「これらの方々に対して、

暮らしに寄り添った丁寧な対応をし

ていただきたいと切に願います。

議会最終日にあたる9月２７日の本会議
に幾つかの補正予算が出されました。そ

の中の１つに「最低賃金引き上げに伴う

補正予算が出されたのですが、この対象

者は、本市のパートタイム会計年度任用

職員でその報酬が上がるためにつけられ

たものです。概ね５８職種で１人当たり

９８４円平均に３０円が上乗せされると

いうことでした。最低賃金の引き上げは

私たち日本共産党は要望し続けているこ

とで、喜ばしいことです。賛成しました。

しかしながら驚いたのは対象者の人数

で６８４人にもなるとのこと、様々な働

き方を希望する方も多いのでしょうが、

それにしても、公的責任で働いておられ

る方々の賃金としては疑問を感じます。
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あ
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。
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触
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。
と
て
も

残
念
で
し
た
。
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「決算審査特別委員会」にて松原よし子議員が発言

反
対
討
論
の
大
切
さ
を
実
感

最低賃金の引き上げに伴う補正予算について


